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１）仮に、始めと終わりの気温を『23.0』と入力する（あとで実測値を入力する） 

 

２）平均気温を計算させる。  ■P５に 『             』と入力する。 

 

３）音速を計算させる。    ■P１１に 『            』と入力する。 

 

４）振動数を転記する。 

 

５）波長（理論）を計算する。λ＝V／ｆ。   

■M６に 『          』と入力する。数式中の P11 にカーソルを合わせて、 

ファンクションキー「F4」を押し、絶対参照に変更する。 

変更後『           』となる。 

 

CS 学際科学 「音を科学する」 

課題２「試験管笛の音階」 
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６）各音の波長の理論値（単位 m）を計算させる。 

 

７）各音の波長の理論値（単位 cm）を計算させる。 

 

８）各音の気柱の長さの理論値（単位 cm）を計算させる。 

 

 

 

EX 課題 

A） 気温が 0℃のときの音速はいくらか。  

 

 

B） 気温が５０℃のときの音速はいくらか。 

 

 

C） 気温が上昇すると音の高さはどのように変化するだろうか。考察せよ。 

 

 

 

D） 気体分子（例えば空気中の窒素分子）の平均的な速さ（2 乗平均速度）は次式で与えられる。 
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ここで、R は気体定数 R=8.3 J/(mol・K) 、M は分子量（g/mol）、T は絶対温度である。

気温２７℃のときの、窒素分子の平均的な速さを求め、音速との関係性について考察せよ。 

 


